
（１）市民参加の実施内容

市が考える
市民等への影響

〈メリット〉
・受益者負担の原則に基づく料金を設定することにより、児童センターにかかる経費の財源を拡充できる。
〈デメリット〉
・利用料金が発生するので市民の経済的負担が増える。正式名称

審議会に関しては、市民委員が効果的に意見が述べられるよう、各委員に対して、事前に資料配布を行うなど、市民委員の理解度を高め、円滑な協議が行えるようにした。
アンケートについては、アンケートを直接渡すなどして、回収率を上げることに努めた。また、市内にある全児童センターで実施することで、南流山児童センターについて周知することができた。

市民参加の方法を選択
した理由・実施時期
（流れ）を選択した理
由

・審議会：専門的な見地から調査や審議、意見等を聴取する必要があると考えた。
・アンケート：市内全域において、児童センターを利用する市民の声を聞き取る必要があると考えたため。

⑪その他特記事項

結果　（途中・終了）
令和３年４月１日時点

担当課（　　子ども家庭課　　　　　　　　　　　　　）

２　市民参加の手続　実施結果について

タイトル 南流山児童センター会議室の料金設定について

流山市南流山児童センターの設置及び管理に関する条例

市民参加の手法 ①開催告知日 ③募集期間 ④受付方法 ⑤開催日・場所等 ⑥対象者・人数等

概　要 新しく開設される南流山児童センター内において、会議室が設置されることから、料金設定について市民に意見を求めるもの。

市民参加の
実施結果を
踏まえた担
当課の意見

⑦委員構成 ⑧結果の公表 ⑨意見の反映 ⑩工夫したこと⑨市民参加手続実施後の検証

令和３年３月頃委員数　１４名

（回答者）

２１７件

意見を反映した
（案を修正し
た）

子ども子育て
会議

<ＨＰ>
開催２週間程度前から掲載

<広報紙>
開催２週間程度前から掲載

ー

<審議会委員の構成>
公募の市民等５名
学識者１名
関係団体代表者等８名

ー 令和３年１月２８日（木）

児童センター
等へのアン
ケート

児童センター等での周知
〈アンケート実施期間〉
令和３年１月６日～令和３
年１月２０日

ー 市内児童センター等

〇
案を修正しな
かった

その他

意見を反映した
（案を修正し
た）

〇
案を修正しな
かった

その他

・アンケートの回収率をあげる
ため、アンケート用紙を直接、
渡した。

意見を反映した
（案を修正し
た）

ー

案を修正しな
かった

その他
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（２）実施された市民参加の流れ ＊継続的なもの

●

審議会（1/28）

アンケート実施(1/6～20)

令和２年度

0

子ども子育て会議

児童センター等へのアンケート

市民参加の手法
１月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月


